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第２回江別市部活動の在り方検討委員会 議事録（要点筆記） 

 

１ 日   時  令和５年１１月１３日（月） １５時３０分から 16 時４３分まで 

２ 場   所  江別市教育庁舎 大会議室 

３ 出席委員 委 員 長  永谷  稔 

副委員長  信定  学 

委  員  和田 啓司 

委  員  小松 真二 

委  員  古川 孝行 

委  員  横山  聡 

委  員  佐藤 ひとみ 

委  員  大関 義行 

４ 出 席 者 教育長 

５ 事 務 局 学校教育支援室長               堂前   敦 

学校教育課長                稲田 征己 

生涯学習課生涯学習係主査（文化振興担当） 朝倉 麻沙美 

スポーツ課スポーツ係長           井上  滋 

学校教育課教職員係長            小原 知紘 

学校教育課学校教育係主任   新道 勇太 

６ 傍 聴 者 １名 
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 内   容 

事務局  

（堂前室長） 

 

 

教育長 

 

事務局 

（堂前室長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

永谷委員長 

 

 

事務局 

（新道主任） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ただいまから、第２回江別市部活動の在り方検討委員会を開催いたしま

す。  

はじめに、教育長よりご挨拶申し上げます。 

 

【挨拶】 

 

議事に入ります前に、配付資料のご確認をさせていただきます。 

・次第が表紙になっている会議資料 １部 

・別冊「部活動の在り方検討に係るアンケートの実施結果について」 

・「陸上競技のトレーニング指導に関するご案内」 

 ・「学校運動部活動指導士養成講習会開催要項」 

  をお配りしております。 

 

不足等が無ければ、以降の議事につきましては、要綱に従い、委員長に

進行をお願いいたします。 

 

次第３（１）部活動の在り方検討に係るアンケートの実施結果につい

て事務局より説明願います。 

 

それでは資料１「部活動の在り方に係るアンケートの実施結果の概要

について」及び「別冊 部活動の在り方検討に係るアンケートの実施結

果について」をご覧ください。 

なお、資料１実施結果の概要に記載しているそれぞれの文章の最後

に、括弧書きで別冊の資料に対応した「ページ番号・問」を記載してお

りますので参考にしていただきますようお願いいたします。 

１ 調査概要についてですが、（1）調査目的は、第 1回の検討委員会

でご説明した通り、市内の部活動主顧問・児童生徒及びその保護者を対

象とし、部活動に対する意識や実態、地域連携・地域移行にあたっての

課題を把握し、今後の検討材料とすることを目的に９月から１０月にか

けて実施しました。 

 結果として、（３）回答者数、回答率等については記載のとおり、部

活動顧問８７.４％、児童１３.４％、生徒９.３％、保護者は小・中と

もに２２％台の回答率となりました。 

次に２ 結果概要ですが (１)児童生徒の部活動に関する意識等につ

いて、①小学生では、小学５・６年生の約９割は、中学生になったらス

ポーツまたは文化系の活動を行いたいと回答し、そのうちの６割は、現

在行っている活動を続けたいと回答しています。 
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事務局 

（新道主任） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会やコンクール等への参加意識については「勝利・優勝を目指して

活動したい」が５割弱、「大会への参加や仲間との活動を楽しみたい」

という、いわゆる「ゆる部」を含む内容の意見が５割強あり、部活は行

いたいと考えてはいるものの、部活に対する熱量には個人差が大きくあ

ることがわかりました。 

 

次に、②中学生ですが、中学生の７割以上は部活動に加入しており、

現在の部活動を選んだ理由としては「中学生になったらやりたい競技・

種目であった」や「部活紹介等を機に入部した」というものが上位の回

答でした。 

現在の部活動に望むことの上位としては、「専門の指導者から教えて

もらいたい」「プロを目指すような技術力の向上」など、現状以上の環

境を望むものが多い状況でしたが、回答率を考慮すると、熱心に部活を

している生徒が多く回答した可能性があり、偏った意見となっている可

能性があります。 

部活動指導員を導入した部活に参加したいかという問に対しては、５

割が「参加したい」と回答したものの、拠点校方式や地域クラブ活動へ

「参加したい」と回答したのは３割にとどまり、部活動指導員に比べる

と参加には消極的な状況でした。 

拠点校方式や地域移行に対する意見としては、「やりたい部活ができ

る」「他校生徒と交流してレベルアップが図れる」といった肯定的な意

見がある一方、「他校への移動が大変」「他校生徒との関わることが不安」

「学校対抗という意識がなくなる」といった否定的な意見もありまし

た。 

 

次に、 (２)保護者の部活動に関する意識等ですが、①小学生の保護

者は、部活動指導員・拠点校方式・地域移行の導入については、それぞ

れの項目で若干の差はあるものの、肯定的な意見が５割程度、子どもの

自主性に任せるが４割、否定的な意見が１割程度で、「他校生徒と関わ

ること」「外部の人材が指導することによる責任の所在」などの不安意

見が多い状況です。 

金銭面については、現在の小学生のクラブ活動の月謝は月５，０００

円以上が６割ですが、部活が地域移行された後の参加費負担の希望は

５，０００円以下が８割以上と、地域移行による経済的負担の軽減への

期待があると推測されます。 

②中学生の保護者について、外部指導員の導入に対しては、肯定的な

意見が５割、子どもの自主性に任せるが４割で、否定的な意見は少数で

した。次の拠点校方式・地域移行に対しては肯定的な意見が３割、子ど

もの自主性に任せるが６割、否定的な意見が１割程度で、意見の大半は
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事務局 

（新道主任） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子供がやりたい活動をしてほしい」というものですが、不安意見とし

て「他校生徒との関わり」「責任の所在」といった意見が多い状況です。 

地域移行後の活動範囲については、子どもが１人で行動可能な範囲」

が９割と、小学生の保護者と同様の回答内容でした。 

活動費についても、現在の部活動費と同様に月５，０００円以下の希

望が大半であり、これらのことから、地域連携・地域移行に向けては移

動と経済的負担がネックであることが改めてわかったところです。 

 

次の(３)教職員の部活動指導実態から（５）までについては、顧問の

先生や学校からの意見を集約したものです。 

 

 (３)の①指導経験ですが、記載のとおり、現在担当している部活動

の指導経験・活動経験がともにある顧問が７０％、指導経験のみある顧

問が２０％、ともに未経験の顧問が１０％程度であり、経験のない部活

動の指導をしている教員が一定数いる中で、現在の部活動の形を維持で

きているのは、顧問の経験に支えられている部分が大きいと推察されま

す。 

②の地域団体との交流状況については、全体の８５％がなんらかの交

流があると回答しているものの、状況は学校毎・競技毎に異なっている

状況です。 

③の外部指導者の導入状況ですが、現段階でボランティアの外部指導

者が指導している部は、市全体で８７部あるうちの１１部で、約１２％

です。 

種目ごとの導入状況は図のとおりですが、吹奏楽部が６部中４部と最

多であり、専門性が高く、指導者の確保がより困難であることが理由と

考えられます。 

④地域移行への意識については、約４０％が早急に進める必要がある

としており、その必要はないが約２４％、わからないとの回答が約３

６％で、早急に進めるべき意見としては「勤務時間・休日の適正化」「通

常業務への影響」「未経験競技を担当することによる指導力低下」など

があり、必要がないとの意見には、「実態に即すべき」「教育の一環であ

るため」「外部の人間が関わることによるリスク」などが挙げられまし

た。 

 

次の(４)については、顧問の先生から部活動に係る諸課題について、

自由記載いただいた内容の抜粋であり、児童生徒や保護者へのアンケー

トの回答にあったような「金銭的負担」「生徒の安全面」のほか、「外部

指導員や受け入れ団体の確保の難しさ」や「処遇改善」「部員減少によ

る部の存続性」などについての意見がありました。そのほかの意見につ
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事務局 

（新道主任） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永谷委員長 

 

 

小松委員 

 

 

 

事務局 

（小原係長） 

 

 

 

永谷委員長 

 

大関委員 

 

 

事務局 

（新道主任） 

 

 

 

永谷委員長 

 

 

いては、後ほどご覧いただければと思います。 

 

次の (５)については、学校単位で調査を行ったもので、 

①部活指導員の令和６年度導入については全８校が希望しており、指

導できる人材の不足が理由となっています。 

②拠点校方式の導入について、令和６年度から受け入れ可能な部活が

ある学校が３校あり、種目によっては受け入れ可能な学校や、相談次第

ではどの部活でも可能との学校があったところです。 

③地域移行によるメリットについては、「教職員の負担軽減」「部員数

確保」「子どもたちの選択肢の増」などが挙げられ、デメリットとして

は「指導方法への不安」「活動が見えないことによる不安」や「移動や

金銭的負担」などの意見があったところです。 

本件についての説明は以上です。 

 

ただいまの事務局からの説明に、質問や確認したいことなどがあれば、

ご発言願います。 

 

アンケートの実施にあたり、部活動指導員、拠点校方式、地域移行とい

った内容について、対象者は概要を理解したうえで回答できているので

しょうか。 

 

アンケートの実施にあたって配布したリーフレットに、各概要を記載して

おり、一定の理解をしたうえで回答いただけていると考えています。 

 

【了解】 

 

そのほかに、質問等はないでしょうか。 

 

中学生の回答率が９．３％ということですが、学年の割合はどのような

状況でしょうか。 

 

別冊資料の１０ページに記載のとおり、１年生 47％、２年生 34％、３年

生 19％の割合であります。 

 

【了解】 

 

そのほかに、質問等はないでしょうか。 

 

【なし】 
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永谷委員長 

 

 

事務局 

（稲田課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次第３（２）部活動の在り方検討に係るワークショップの方向性につ

いて事務局より説明願います。 

 

資料２ 部活動の在り方検討に係るワークショップの方向性について 

をご覧ください。 

ワークショップにつきましては、前回第１回の検討委員会において実施

案をお示しいたしましたが、各委員から様々なご意見をいただき、アンケ

ート実施後に改めて内容を練り直すこととなりました。 

そこで本日ご提示している資料では、アンケートで明らかとなった課題

を整理した上で、それを踏まえてのワークショップの方向性をお示しいた

します。 

 

まず、１．アンケートから明らかになった課題として主に３点あると考え

ています。 

（１）中学校生徒の部活動加入者は７割以上であり、また５・６年生の約９

割が、中学生になったら部活動を行いたいと回答している一方で、顧問は

部員数の減少に危機感を覚えており、活動の受け皿を継続して確保して

いく必要があることから、地域連携・地域移行へ向けた動きを、継続して

検討していく必要があると考えます。 

（２）保護者は、部活動指導員による指導や拠点校方式による部活動へ

の参加、地域クラブ活動への参加について、子どもの自主性に任せるとの

声が多かったものの、一方で生徒自身は、他校や学校以外の地域で活動

を行うことに積極的ではない傾向が見られます。 また、現在外部指導者

が生徒を指導する部活動は少数であることから、顧問以外が学校で部活

動を指導することに生徒・学校が慣れる必要があると考えます。 

（3）顧問は、部活動の地域連携、地域移行を進めることに対し約 41％

が早急に進める必要があるとしているが、その必要はないと約 24％が回

答し、分からないとの回答が約 36％あります。 

  また、学校側も部活動指導員の導入は全校が希望したが、指導に当た

っては様々な懸念があり、拠点校方式についても生徒の安全確保等の懸

念があるとの状況から、地域移行に向けて、スモールステップで課題を解

決していく必要があると考えます。 

 

以上の点を踏まえ、２ 令和 5 年度のワークショップの方向性につきま

しては、その目的を（１）に記載の２点といたします。 

 

１点目が、部活動の地域移行に係る国の動向等、基本的な「流れ」につい

て関係者の認識を共有することです。 

もう１点がまずは地域移行の手前にある「地域連携」の２つの柱 ①部活
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事務局 

（稲田課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動指導員の導入、②拠点校方式の導入をテーマに、２回に分けて、導入に

あたっての課題を洗い出し、その中から「種目共通の課題」「種目特有の課

題」や「すぐに解決すべき（できる）課題」「中長期的に解決すべき（できる）

課題」を整理することであります。 

 

次に、（２）ワークショップの参加者についてですが、 

まず、参加対象は、全１５種目の関係者とし、各種目最低１名の参加を図

ります。 

その考え方のもと、 

顧問は、全１５種目から最低１名参加していただき、部活動数の多い種

目は２～３名参加も可とします。 

少年団等、地域団体の関係者は、できるだけ全１５種目を網羅できるよ

う、スポーツ協会、文化協会等にご協力いただきたいと考えています。 

保護者は、ＰＴＡにご協力いただき、各中学校から２名参加していただ

きたいと考えています。 

そして、上記の他、一般公募により数名の市民の参加を呼び掛けます。 

参加者は、２回のワークショップ両方に参加していただきたいと考えてい

ます。 

 

また、ワークショップでは、参加者を５つのカテゴリーに分類しグループ

を作ります。 

１つのカテゴリーに１グループを基本としますが、参加状況に応じて２グ

ループも可とします。議論し易い人数として、１グループ５～６名になるよ

う調整します。 

５つのカテゴリーとは、 

・インドアスポーツ個人系 （卓球、バドミントン、剣道） 

・インドアスポーツ団体系 （バレー、バスケ） 

・屋外スポーツ団体系 （野球、サッカー） 

・屋外スポーツ個人系 （陸上、テニス） 

・文化系（吹奏楽、美術、パソコン、合唱、マンドリン、科学） 

であります。 

このように、ある程度共通点がありそうな種目をまとめて一緒に議論す

ることにより、市内に１校しかない種目の参加者も議論に参加し易くなり

ますし、他の種目の方とお話することで、新たな気付きも生まれるのでは

ないか、と考えています。 

 

次に、ワークショップのファシリテートと運営は、ＮＰＯ法人えべつ協働

ネットワークと教育委員会職員が担当します。 
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事務局 

（稲田課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永谷委員長 

 

 

和田委員 

 

 

事務局 

（稲田課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大関委員 

 

 

事務局 

（稲田課長） 

 

 

そして開催時期についてですが、 

 第１回は、部活動指導員導入をテーマに、令和６年１月中旬に開催しま

す。この時に、北海道の部活動地域移行アドバイザー等から、現在の国の

動向等を講演いただくとともに、江別市で既に起きている状況、例えば野

球やサッカーで部員数減少により単独の学校では活動できなくなってい

ることなど、足元の状況についてご紹介し、参加者の共通認識を図った上

で、グループワークを始めたいと考えています。 

第２回は拠点校方式導入をテーマとして、令和６年２月上旬の開催を考

えています。 

 

以上のとおり、今年度に２回のワークショップを開催し、その結果整理

された課題を中間報告に反映させ、今後地域連携として進めるモデル事

業にも活かしていきたいと考えています。説明は以上です。 

 

ただいまの事務局からの説明に、質問や確認したいことなどがあれば、

ご発言願います。 

 

令和６年度から導入予定の部活動指導員について、資格の有無や経

験、年齢層など、具体的な部活動指導員像はあるのでしょうか。 

 

ワークショップの開催にあたり、例えば、まずは土日の部活動指導員の

導入を始めるなど、ある程度の条件を提示したうえで、課題を整理しても

らうことを想定しています。その中で、資格であったり、経験であったり、

研修を受けてほしいなど、どういったものを求めるのかという部分が、課

題として明らかになることに期待しています。 

また、ファシリテーターにはある程度の方向性を示したうえで、自分自

身の意向だけではなく、導入すると仮定したうえでどういった課題をクリ

アしていく必要があるのかという方向性で進めていただこうと考えてい

ます。 

 

【了解】 

 

各校から保護者２名の出席が予定されているが、種目ごとの偏りが生

じないような工夫は行う予定はあるのでしょうか。 

 

当初は種目毎には決めないで集まっていただくことを想定していまし

たが、種目ごとに偏ることが懸念されるというご意見をいただきましたの

で、各学校や顧問の先生に相談し、各競技からの選出についても工夫を進

めたいと思います。 
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永谷委員長 

 

 

佐藤委員 

 

 

事務局 

（稲田課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信定副委員

長 

 

 

 

 

 

事務局 

（稲田課長） 

 

 

 

 

 

 

信定副委員

長 

【了解】 

 

偏りが起こらないよう、ある程度は学校と協力することは良いことと思

います。 

 

文化系種目における関係団体の人員選出やグループ分けの詳細につい

て説明願います。 

 

まず、顧問の先生については 1 種目当たり 1 人は出席していただくこと

になりますので、種目によっては部が１つしかないものもあるため、特定

の先生にお願いすることになるかと思います。関係団体について、文化系

については、文化協会に何の種目について何名出席してほしいという相

談させていただきたいと考えております。 

グループ分けについては、参加者の状況が判明してからとなりますが、

１グループ６名程度で、スポーツ系・文化系でそれぞれ複数グループを作

り話し合いをしてもらいます。 

 状況の似た競技・種目を１グループに集めることで、共通の課題や種目

特有の課題を出し合い、他の種目と協議することによる気づきにも期待

をしたいと考えております。 

 

【了解】 

 

今後、地域連携・地域移行をしていくにあたり、多くの課題があると思

いますが、令和 5 年度のワークショップについては、「部活動指導員」と

「拠点校方式」の 2 点について検討していくということで良いのかという

ことと、今年度のワークショップで話し合われた課題について、今後どう

ように解決をしていくのか、その見通しについて説明願います。 

 

まず、今年度のワークショップについてはお示しした通り、地域連携の２

つの柱である「部活動指導員」と「拠点校方式」について議論していただこ

うと考えています。 

その中で、共通の課題や種目ごとの特有の課題、すぐ解決すべき課題

や中長期的に解決すべき課題など、課題の種類によって整理ができるも

のと考えています。 

それらの課題について議論しながら、中間報告を行う頃には、年次的な

見通しについてもお示しをできればと考えています。 

 

 今後、ワークショップなどで出てくる課題については、実際にモデル校に

おいて部活動指導員等の導入を行いつつ検証するということでしょうか。 
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事務局 

（稲田課長） 

 

 

 

 

 

 

永谷委員長 

 

 

 

永谷委員長 

 

事務局 

（小原係長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永谷委員長 

 

 

横山委員 

 

 

 

事務局 

（稲田課長） 

 

 その通りでございます。予算の関係もありますが、少なくとも部活動指

導員については、ワークショップで出た課題を整理しながら、実際にモデ

ル事業を実施するにあたっての参考としていきたいと考えています。 

 また、実際に導入した時に課題として、例えば部活動指導員の管理監督

や指導員という位置づけになった際は、教員に代わって休日の部活動を

単独で管理することとなるため、そういった管理部分の方法など、そちら

の検証も行いたいと考えています。 

 

そのほかに、質問等はないでしょうか。 

 

【なし】 

 

次第３（３）令和６年度予算の方針について事務局より説明願います。 

 

 資料３ 令和６年度予算の方針について をご覧ください。 

 予算の方針としましては、令和７年度末までに休日の部活動の地域移

行、地域連携に向けて、江別市の実情に応じて、部活動の在り方を引き続

き検討するとともに、令和７年度以降の地域連携の本格導入に向けて、ま

ずは令和６年度にモデル校において部活動指導員を導入するという方針

を立てております。 

 具体的な予算としては、１つ目は部活動の在り方検討員会の開催経費と

して、令和６年度は５回を想定しております。 

 ２つ目は、ワークショップの開催経費として、今後も様々な課題について

継続して議論をしていく必要がございますので、計上予定であります。 

 ３つ目として、部活指導員の導入経費として、指導員の報酬と交通費を

計上する予定であります。なお、具体的な人数や学校、種目については未

確定な状況でございます。 

 本件の説明は以上でございます。 

 

ただいまの事務局からの説明に、質問や確認したいことなどがあれば、

ご発言願います。 

 

 予算の関係なので、まだ言えない部分もあるかと思いますが、例えば報

酬がどの程度になるのかということ、何校程度で導入予定なのかなど、話

せる範囲で構いませんので教えてください。 

 

 具体的な金額はお示しできませんが、部活動指導員は市の会計年度任

用職員として任用したうえで各部活動に導入することとなります。また導

入して終わりというわけではなく、導入後の課題の解決などのフォローア
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永谷委員長 

 

 

 

永谷委員長 

 

 

古川委員 

 

 

 

永谷委員長 

 

 

 

 

 

永谷委員長 

 

小松委員 

 

 

 

事務局 

（稲田課長） 

 

 

 

 

 

 

 

ップ体制の確立など、一気に多くの指導員を導入することでフォローしき

れない可能性もありますので、まずは数校程度を考えております。 

 また、予算が成立し、実際に募集を開始する段階においては、具体的な

報酬額等をお示ししていきたいと思います。 

 

 【了解】 

 

そのほかに、質問等はないでしょうか。 

 

【なし】 

 

 次に、次第４ その他 ですが、全体を通して質問や確認事項があれば発

言願います。 

 

 別冊のアンケート結果を見ると、先生たちの苦労がよくわかりました。部

活動の地域連携・地域移行によって、負担の軽減となるとは考えますが、

根本的には先生の処遇改善というものも必要と思います。 

  

先生の苦労はもちろんですが、やはり子供たちが運動できる環境を保

つということがなにより大事だと思いますので、そのあたりについて地域

移行、地域連携という形で解決できるのかは、まだ先の話とは思います

が、今後も子供たちのためにということを念頭に置きながら検討を進め

ていければ思います。 

 

そのほかに、質問等はないでしょうか。 

 

ワークショップの関係で、顧問の選出方法についてどのように選定して

いく予定でしょうか。また、部活動指導員のモデル校を決める方法につい

てご説明願います。 

 

顧問の選出方法について、まずは校長会に協力を仰ぎ、実際に選出作

業を行っていただくのは先生たちになるかとは思いますが、中体連・中文

連にも種目毎に何名の参加をお願いする旨の相談をさせていただきたい

と考えております。 

また、モデル校の決め方についてですが、ある程度は事務局側で導入す

る部活動を検討したうえで、各該当校に打診をするという形になるかと

思います。その際に参考となるのが、現時点で外部指導者が導入されて

いる１１部であり、学校、指導者の方にご協力いただけるかを個別に確認

していくことになるかと思います。 
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永谷委員長 

 

 

 

永谷委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

永谷委員長 

 

事務局 

（堂前室長） 

 

 

 

 

 

 

永谷委員長 

 

 

 

 

【了解】 

 

そのほかに、質問等はないでしょうか。 

 

【なし】 

 

 それでは、本学で実施している、中学生を対象とした陸上競技のトレー

ニング活動についてご案内させていただきたいと思います。 

 この活動は市の大学連携調査研究事業という補助金を活用している実

施しているもので、これまで３回実施し、５名の中学生が参加しています。

指導については、１月までにあと５回行い、事業を終えて結果報告を行う

予定です。 

また、本事業については来年度以降も引き続き実施したいと考えてお

り、その他の競技についても今後できればと考えているところです。 

 

 次に、本学で３月に実施予定の学校運動部活動指導士の講習会の案内

でございます。 

 今後の話にはなりますが、今後部活動指導員を導入するにあたって、こ

ういった資格を持っていることで、ある程度は指導者としての担保がとれ

るのではないかということで、紹介をさせてもらいました。 

 

 事務局からなにか連絡事項等ありますか。 

 

それでは、次回の検討委員会の開催等について、ご連絡いたします。 

先ほどの説明でお示ししたとおり、１月～２月にかけてワークショッ

プを行い、その結果について２月頃に第３回委員会で報告する予定で

す。 

事務局より、改めて日程調整のご連絡をさせていただきますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上でございます。 

 

それでは、以上で第２回江別市部活動の在り方検討委員会を閉会いた

します。 

本日はありがとうございました。 

 

 

 


